
  

  

  

資資 料料  
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１ 空間放射線測定結果（詳細）

（（１１））モモニニタタリリンンググポポスストト（（NNaaII((TTℓℓ))シシンンチチレレーーシショョンン式式検検出出器器））

（単位： ）

局名 月
線量率 １時間値 平常の変動範囲 平常の変動範囲を

超えたﾃﾞｰﾀ数（％）

超えた

要因最小値 平均値 最大値 σ σ

県

設

置

局

今村

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間

平尾

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間

串

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

―

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間
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（続き） （単位： ）

局名 月
線量率 １時間値 平常の変動範囲 平常の変動範囲を

超えたﾃﾞｰﾀ数（％）

超えた

要因最小値 平均値 最大値 σ σ

県

設

置

局

先部

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間

外津浦

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間

京泊先

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

―

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間
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（続き） （単位： ）

局名 月
線量率 １時間値 平常の変動範囲 平常の変動範囲を

超えたﾃﾞｰﾀ数（％）

超えた

要因最小値 平均値 最大値 σ σ

九

電

設

置

局

正門南

（旧局舎）

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

―

降雨

降雨

降雨

降雨

―

期間

正門南

（新局舎）

降雨

降雨

期間

岸壁

（旧局舎）

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

―

期間

岸壁

（新局舎）

降雨

降雨

期間

値賀崎

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

―

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間

（注１）正門南局及び岸壁局は、令和 年 月 日に観測局舎を新設したため、新設局での測定開

始後の変動範囲は旧局舎との並行測定を行っていた令和元年 月 日～令和 年 月

日の期間から算出している。

（注２）値賀崎局は、平成 年 月 日に観測局舎を新設したため、更新後の平常の変動範囲は

平成 年 月 日～平成 年 月 日の期間から算出している。
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（続き） （単位： ）

局名 月
線量率 １時間値 平常の変動範囲 平常の変動範囲を

超えたﾃﾞｰﾀ数（％）

超えた

要因最小値 平均値 最大値 σ σ

九

電

設

置

局

ダム南

（旧局舎）

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

―

降雨

降雨

降雨

降雨

―

期間

ダム南

（新局舎）

降雨

降雨

期間

（注）ダム南局は、令和 年 月 日に観測局舎を新設したため、新設局での測定開始後の変動範

囲は旧局舎との並行測定を行っていた令和元年 月 日～令和 年 月 日の期間から算

出している。
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（（２２））モモニニタタリリンンググポポスストト（（電電離離箱箱式式検検出出器器））

（単位： ）

局名 月
線量率 時間値 過去の

最大値
局名 月

線量率 時間値 過去の

最大値最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値

今村 加倉

期間 期間

平尾 呼子

期間 期間

串 馬渡島

期間 期間

（注）呼子局は、無停電電源装置の不具合のため、令和元年 月 日～ 月 日の期間欠測。
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（続き） （単位： ）

局名 月
線量率 時間値 過去の

最大値
局名 月

線量率 時間値 過去の

最大値最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値

先部 加唐島

期間 期間

外津浦 向島

期間 期間

京泊先 小川島

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

期間 期間

（注）京泊先局は、検出器の不具合と思われる測定値の変動があったため、令和元年 月から令和 年

月の期間は参考値として（ ）内に記載している。また、年間の最小値、平均値及び最大値に

ついても参考値として（ ）内に記載している。
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（続き） （単位： ）

局名 月
線量率 時間値 過去の

最大値
局名 月

線量率 時間値 過去の

最大値最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値

屋形石 二タ子

（ ） （ ）

期間 期間

大良 山本

期間 期間

諸浦 波多津

期間 期間

（注）屋形石局は、検出器の不具合と思われる測定値の変動があったため、令和元年 月は参考値とし

て（ ）内に記載している。また、年間の最小値、平均値及び最大値についても参考値として（ ）

内に記載している。
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（続き） （単位： ）

局名 月
線量率 時間値 過去の

最大値
局名 月

線量率 時間値 過去の

最大値最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値

入野 田野

期間 期間

寺浦 相知

期間 期間

名護屋 松浦

期間 期間

Ⅱ－ 24



 

（続き） （単位： ）

局名 月
線量率 時間値 過去の

最大値
局名 月

線量率 時間値 過去の

最大値最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値

石室 立花

期間 期間
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（（３３））放放水水口口モモニニタタ

（単位： ）

局名 月
線量率 １時間値 平常の変動範囲 平常の変動範囲を

超えたﾃﾞｰﾀ数（％）

超えた

要因最小値 平均値 最大値 σ σ

九

電

設

置

局

、 号放水口

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間

号放水口

降雨

―

―

―

―

―

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

降雨

期間

号放水口

降雨

―

降雨

―

降雨

―

―

―

降雨

降雨

降雨

―

期間
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２ 環境試料中の放射能（詳細）

（（１１））農農畜畜産産物物・・植植物物、、海海産産生生物物

試料名 採取場所
採取

年月日
単位 測定者

参考核種

その他※１

農
畜
産
物
・
植
物

たまねぎ

（外皮を除く）

値賀

生

県 ― ―

納所 県 ― ―

きゃべつ

（根を除く）
轟木 県 ―

ほうれん草

（根を除く）

外津 九電 ―

今村
九電 ―

九電

牛乳

（原乳）

栄

㍑

県 ―

県

県 ―

納所

県 ―

県 ―

県 ―

浜野浦

九電 ―

九電 ―

九電

九電 ―

米

（精米、玄米）※２

平尾

生

県 ―

諸浦 県 ―

普恩寺 九電

下宮 九電 ― ―

松葉

（葉のみ）

名護屋

生

県 ―

県 ―

普恩寺
県 ―

県

敷地内

九電

九電 ―

九電 ―

九電 ―

※１ その他の参考核種として、 、 、 、 及び を測定。

※２ 県は精米、九州電力は玄米を試料として測定を実施している。
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（続き）

試料名 採取場所
採取

年月日
単位 測定者

参考核種

その他※

農
畜
産
物
・
植
物

続
き

ばれいしょ

（表皮を含む）

平尾

生

県 ― ―

納所 県 ― ―

みかん

（外皮を除く）

平尾 県 ― ―

串 県 ― ―

かんしょ

（全体）

普恩寺 九電 ―

今村 九電 ― ―

海
産
生
物

たい

（全身）
八田浦周辺

生

九電 ― ―

県 ― ―

県 ― ―

九電 ―

かわはぎ

（全身）
八田浦周辺

県 ―

県 ― ―

えそ

（全身）
八田浦周辺

県 ― ―

県 ― ―

いか

（全身）
八田浦周辺

九電 ― ―

九電 ― ―

さざえ

（身）
八田浦周辺 九電 ― ―

なまこ

（全身）
八田浦周辺

県 ―

九電 ―

わかめ

（全藻）
八田浦周辺 九電

ほんだわら類

（根を除く）
八田浦周辺

九電

県

九電 ―

県

むらさきいんこ貝

（軟体部）
八田浦周辺 県 ― ―

※ その他の参考核種として、 、 、 、 及び を測定。
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（（２２））陸陸水水、、海海水水

試 料 名 採取場所 採取年月日 単位 測定者
参考核種

その他※

陸
水

水道水

値賀出張所

ｍ ㍑

は
㍑

県

県 ―

県 ―

県 ―

有田川浄水場 県

中山浄水場 県

長倉浄水場 県

上大久保浄水場 県

河川水 志礼川

県

九電 ― ―

九電 ―

県 ―

九電 ― ―

九電

ダム水 敷地内
九電 ―

九電

海
水

表層水

１、２号
放水口付近

ｍ ㍑

は
㍑

九電 ─

県 ─

九電 ― ― ─

九電 ― ─

九電 ― ― ─

３、４号
放水口付近

九電 ― ―

県 ─

九電 ― ― ─

九電 ─

九電 ― ― ─

１、２号
取水口付近

九電 ─

九電 ― ― ─

九電 ― ─

県 ─

九電 ― ― ─

３、４号
取水口付近

九電 ― ―

九電 ― ― ―

九電 ―

県 ―

九電 ― ― ―

※ その他の参考核種として、 、 、 、 及び を測定。
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（（３３））陸陸土土、、海海底底土土

試 料 名 採取場所 採取年月日 単位 測定者
参考核種

その他※

陸
土

表層土

串

ｇ乾

県 ― ― ― ―

九電値賀寮※ 県 ― ― ―

岸壁側 九電 ― ― ― ―

正門南 九電 ― ― ―

九電今村寮 九電 ― ― ―

馬渡島局 県 ―

加唐島局 県 ―

向島局 県 ―

小川島局 県 ―

ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ馬渡 県 ―

屋形石局 県 ―

加倉局 県 ―

呼子局 県 ―

松島 県 ―

旧神集島小学校 県 ―

岸壁側 九電 ― ― ― ―

正門南 九電 ― ― ― ―

ダム底土 敷地内
九電 ― ― ―

九電 ― ― ― ―

海
底
土

放水口

付近

、 号

放水口付近

ｇ乾

県 ― ― ―

九電 ― ― ―

九電 ― ― ― ―

、 号

放水口付近

県 ― ― ―

九電 ― ― ―

九電 ― ― ― ―

取水口

付近

、 号

取水口付近

九電 ― ― ―

県 ― ― ―

九電 ― ― ― ―

、 号

取水口付近

九電 ― ― ―

県 ― ― ―

九電 ― ― ― ―

※１ その他の参考核種として、 、 、 、 及び を測定。

※２ 九電値賀寮隣接地（旧値賀第一コミュニティセンター敷地内）。
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（（４４））大大気気浮浮遊遊じじんん

試料名 採取場所 採取年月日 単位 測定者
参考核種

その他※

大気浮遊じん

今村局

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

～
県

正門南

～
九電

～
九電

～
九電

～
九電

※ その他の参考核種として、 、 、 、 及び を測定。
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３ 測定方法及び測定機器

調査機関 
調査項目 測 定 法

測 定 器

佐 賀 県 九 州 電 力

空

間

放

射

線

空間放射線量率

（モニタリング

ポスト）

放水口計数率

（放水口モニタ）

固定型モニタリングポ

スト（県・九電）、放

水口モニタ（九電）に

よる連続測定（テレメ

ータシステム）

「連続モニタによる

環境γ線測定法」（平

成 年改訂 原子力規

制庁）に準ずる。

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

温度補償・エネルギー補償回路

付

日立アロカメディカル

多重波高分析器付

電離箱式検出器

球形加圧型（ ＋ ガス）

日立アロカメディカル

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

（温度補償・エネルギー補償回路

付）

富士電機

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

富士電機

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

（温度補償回路付）

日立製作所

空間放射線量率

（モニタリング

カー、サーベイカ

ー）

連続測定

「連続モニタによる環

境γ線測定法」（平成

年改訂 原子力規制

庁）に準ずる。

電離箱式検出器

球形加圧型（ ＋ ガス）

日立アロカメディカル

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

（温度補償・エネルギー補償回路

付）

日立製作所

環

境

試

料

中

の

放

射

能

ガンマ線放出核

種

・

・

・

・

「ゲルマニウム半導体

検出器によるガンマ線

スペクトロメトリー｣

（平成 年改訂 文部

科学省）及び「放射性

ヨウ素分析法」（平成

年改訂 文部科学省）

に準ずる。

高純度ゲルマニウム半導体検出器

オルテック

※

キャンベラジャパン
※

多重波高分析器

セイコー・イージーアンドジー

※

キャンベラジャパン
※

高純度ゲルマニウム半導体検出器

キャンベラジャパン

多重波高分析器

セイコー・イージーアンドジー

ストロンチウム

（ ）

「放射性ストロンチウ

ム分析法」（平成 年

改訂 文部科学省）に準

ずる。

低バックグラウンド放射能自動測

定装置

日立製作所

キャンベラジャパン
※

低バックグラウンド放射能自動測

定装置

アロカ

トリチウム（ ）

「トリチウム分析法」

（平成 年改訂 文部

科学省）に準ずる。

低バックグラウンド液体シンチレ

ーション計数装置

日立製作所

低バックグラウンド液体シンチレ

ーション計数装置

アロカ

プルトニウム

（ ､ ）

「プルトニウム分析

法」（平成 年改訂 文

部科学省）に準ずる。

半導体検出器

キャンベラジャパン
※

※ 分析委託先（一般財団法人九州環境管理協会）が使用。
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（続き）

調査機関 
調査項目 測 定 法

測 定 器

佐 賀 県 九 州 電 力

大
気
浮
遊
じ
ん
中
の
放
射
能

ガンマ線放出核

種

・

・

・

・捕集

県：ダストサンプラで

か月吸引し、ろ紙上

に捕集後灰化

九電：エアーサンプラ

で か月吸引し、ろ紙

上に捕集後灰化

・測定

環境試料中の放射能

ガンマ線放出核種と同

様

・捕集

ダストサンプラ

応用光研工業

・測定

高純度ゲルマニウム半導体検出器

オルテック

多重波高分析器

セイコー・イージーアンドジー

・捕集

ダストサンプラ

富士電機

・測定

高純度ゲルマニウム半導体検出器

キャンベラジャパン

多重波高分析器

セイコー・イージーアンドジー

放射性ヨウ素

（ ）

約 吸引後測定

（モニタリングカー）

「全ベータ放射能測定

法」（昭和 年改訂 文

部科学省）に準ずる。

ヨウ素サンプラ

日立アロカメディカル

ヨウ素モニタ

ℓ シンチレーション検出器

φ× 円柱型

日立アロカメディカル

ヨウ素サンプラ

アロカ

ヨウ素モニタ

ℓ シンチレーション検出器

φ× 円柱型

アロカ

約 吸引後測定「全

ベータ放射能測定法」

（昭和 年改訂 文部

科学省）に準ずる。

ヨウ素サンプラ

応用光研工業

ヨウ素モニタ

ℓ シンチレーション検出器

φ× 円柱型

応用光研工業

（注） メーカ名は購入時。

 

３ 測定方法及び測定機器

調査機関 
調査項目 測 定 法

測 定 器

佐 賀 県 九 州 電 力

空

間

放

射

線

空間放射線量率

（モニタリング

ポスト）

放水口計数率

（放水口モニタ）

固定型モニタリングポ

スト（県・九電）、放

水口モニタ（九電）に

よる連続測定（テレメ

ータシステム）

「連続モニタによる

環境γ線測定法」（平

成 年改訂 原子力規

制庁）に準ずる。

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

温度補償・エネルギー補償回路

付

日立アロカメディカル

多重波高分析器付

電離箱式検出器

球形加圧型（ ＋ ガス）

日立アロカメディカル

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

（温度補償・エネルギー補償回路

付）

富士電機

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

富士電機

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

（温度補償回路付）

日立製作所

空間放射線量率

（モニタリング

カー、サーベイカ

ー）

連続測定

「連続モニタによる環

境γ線測定法」（平成

年改訂 原子力規制

庁）に準ずる。

電離箱式検出器

球形加圧型（ ＋ ガス）

日立アロカメディカル

ℓ シンチレーション式検出器

φ× 円柱型

（温度補償・エネルギー補償回路

付）

日立製作所

環

境

試

料

中

の

放

射

能

ガンマ線放出核

種

・

・

・

・

「ゲルマニウム半導体

検出器によるガンマ線

スペクトロメトリー｣

（平成 年改訂 文部

科学省）及び「放射性

ヨウ素分析法」（平成

年改訂 文部科学省）

に準ずる。

高純度ゲルマニウム半導体検出器

オルテック

※

キャンベラジャパン
※

多重波高分析器

セイコー・イージーアンドジー

※

キャンベラジャパン
※

高純度ゲルマニウム半導体検出器

キャンベラジャパン

多重波高分析器

セイコー・イージーアンドジー

ストロンチウム

（ ）

「放射性ストロンチウ

ム分析法」（平成 年

改訂 文部科学省）に準

ずる。

低バックグラウンド放射能自動測

定装置

日立製作所

キャンベラジャパン
※

低バックグラウンド放射能自動測

定装置

アロカ

トリチウム（ ）

「トリチウム分析法」

（平成 年改訂 文部

科学省）に準ずる。

低バックグラウンド液体シンチレ

ーション計数装置

日立製作所

低バックグラウンド液体シンチレ

ーション計数装置

アロカ

プルトニウム

（ ､ ）

「プルトニウム分析

法」（平成 年改訂 文

部科学省）に準ずる。

半導体検出器

キャンベラジャパン
※

※ 分析委託先（一般財団法人九州環境管理協会）が使用。
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４ 測定値の表示単位及び取扱い

測定項目 単位 測定値の取扱い

空間放射線量率 表示は整数とする。

放水口計数率 表示は整数とする。

環境試料中の放射能

ガンマ線

放出核種

ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ

農産物 生

有効数字は 桁とする。

検出下限値は次の通りとする。

３×ΔＮ

ΔＮは放射能の計数誤差とする。

検出下限値未満の測定値は

「ＮＤ」と表示する。

「‐」は調査計画外を示す。

植物 生

牛乳

海産生物 生

陸土・海底土 乾

陸水・海水

ﾄﾘﾁｳﾑ 陸水・海水

大気浮遊じん中の放射能
核種分析

放射性ヨウ素
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放射線の単位について

単位 読み 意味

シーピーエム
・ カウントパーミニッツ（カウント／分）の略。
・ 分間に放射線測定装置で測定される放射線の数を表す。

ベクレル

・ 放射能の強度又は放射性物質の量を表す単位。
・ １秒間に１個の原子核が崩壊して放射線を出す物質の放射能
強度又は放射性物質の量を１ という。

・ 調査結果では、測定試料の単位重量（単位体積）あたりの放射
能強度又は放射性物質の量を示している。（ 、 ㍑、

㎥など）

グレイ

・ ある物質が放射線を受けて吸収したエネルギー量を表す単
位。

・ 物質１ｋ あたり１ （ジュール）のエネルギー吸収があるときの放

射線量を１ という。

・ 調査結果では、測定地点における１時間あたり又は 日あたり

の空気の吸収エネルギー量を示している。（ ｈ、 日）

シーベルト

・ 放射線が人体に及ぼす影響の度合いを表す単位。
・ γ ガンマ 線、β ベータ 線では、１ ＝ １

・ α アルファ 線では、 １ ＝

接頭語

記号 読み 意味

ｍ ミリ
・ 基本となる単位の前に付く接頭語で、千分の一 を表す。

・ １ は、１ の千分の一（ ＝ ）。

μ マイクロ
・ 基本となる単位の前に付く接頭語で、百万分の一 を表す。

・ １μ は、１ の百万分の一（ ＝ μ ）。

ｎ ナノ
・ 基本となる単位の前に付く接頭語で、十億分の一 を表す。

・ １ は、１ の十億分の一（ ＝ ）。

 

 

４ 測定値の表示単位及び取扱い

測定項目 単位 測定値の取扱い

空間放射線量率 表示は整数とする。

放水口計数率 表示は整数とする。

環境試料中の放射能

ガンマ線

放出核種

ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ

農産物 生

有効数字は 桁とする。

検出下限値は次の通りとする。

３×ΔＮ

ΔＮは放射能の計数誤差とする。

検出下限値未満の測定値は

「ＮＤ」と表示する。

「‐」は調査計画外を示す。

植物 生

牛乳

海産生物 生

陸土・海底土 乾

陸水・海水

ﾄﾘﾁｳﾑ 陸水・海水

大気浮遊じん中の放射能
核種分析

放射性ヨウ素
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